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⑥市民憲章
わたくしたちは利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史に｜

ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田圃教育文化都市をめざす市民としての；

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章をさだめま司
水と緑と士のにおいがいっぱいの住みよいあびこにしま°
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにしま．
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにしま.
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話あいきまりを守り明るいあびこにします．
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／~、◎
法
律
で
も
規
制
し
て
い
ま
す

銃
砲
刀
剣
類
所
持
取
締
法
は
、

刃
体
の
長
ざ
が
六
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
刃
物
の
携
帯
を

禁
止
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
六

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
っ

て
も
形
態
に
よ
っ
て
軽
犯
罪
法

違
反
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
ご
家
庭
の
方
へ

少
年
た
ち
の
刃
物
の
携
帯
は

少
年
た
ち
の
刃
物
の
携
帯
は
危
膿
き
す

春季火災予防運動を

実施

薑
察
署
か
ら
の
お
願
い

危
険
で
す
。

日
頃
か
ら
お
子
さ
ん
の
持
ち
物

な
ど
に
関
心
を
持
ち
、
特
に
刃
物

な
ど
は
持
ち
歩
か
な
い
よ
う
に
教

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

人
に
優
し
く
、
物
を
大
切
に
す

る
生
活
習
悩
を
身
に
つ
け
ぎ
せ
、

命
の
大
切
さ
と
、
暴
力
は
決
し
て

許
き
れ
な
い
こ
と
を
熱
え
て
く
だ

き
い
。

つ
け
た
火
は
ち
ゃ
ん
と
消
す
ま
で
あ
な
た
の
火

今
日
か
ら
７
日
ま
で
「
つ
け
た
火
は
ち
ゃ
ん
と
消
す
ま

で
あ
な
た
の
火
」
を
合
言
葉
に
、
春
の
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
強

い
風
が
吹
い
た
り
と
、
冬
に
劣
ら
ず
火
災
の
多
い
時
期
で
す
。

日
頃
か
ら
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
家
庭
や
地

域
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

Ⅱ
消
防
本
部
予
防
課
竺
竪
０
１
１
９
Ⅱ

今
日
か
ら
３
月
フ
曰
（
土
）
ま
で

Lノ

｜
昨
年
は
市
内
で
舜
件
の

火
災
が
発
生

◎
地
域
周
辺
の
方
へ

刃
物
を
携
帯
、
ま
た
は
ち
ら

つ
か
せ
て
い
る
少
年
た
ち
を
見

か
け
た
と
き
は
、
す
ぐ
１
１
０

番
す
る
か
交
番
蝉
誕
榊
ル
て
く

だ
さ
い
。
周
囲
の
毅
然
と
し
た

態
度
が
大
切
で
す
。
決
し
て
見

逃
ざ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察

署
壷
（
錘
）
０
１
１
０

昨
年
１
年
間
、
市
内
で
発
生
し

た
火
災
は
諏
件
（
う
ち
建
物
火
災

は
四
件
）
で
損
害
額
は
約
１
億
１

０
０
０
万
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

一
昨
年
と
比
較
し
て
、
火
災
件

数
で
８
件
、
損
害
額
で
は
約
７
４

０
０
万
円
と
と
も
に
増
加
し
て
い

ま
す
。

建
物
火
災
の
出
火
原
因
を
み
る

と
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
た
ば
こ
に
よ
る

火
災
が
大
手
き
し
め
て
い
ま
す
。

春
先
は
火
気
を
使
う
機
会
が
減

り
、
火
災
も
少
な
く
な
る
と
思
い

が
ち
で
す
が
、
空
気
が
乾
燥
し
、

0

』

’

般
近
は
、
電
源
コ
ー
ド
か
ら
出

火
し
た
と
思
わ
れ
る
火
災
が
目
立

ち
ま
す
。

電
源
コ
ー
ド
か
ら

火
災
を
起
こ
ぎ
な
い
た
め
に

強
風
が
吹
く
な
ど
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
で
す
。

火
災
の
卯
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
原
因
で
す
。

火
災
か
ら
尊
い
人
命
や
財
産
を
守

る
た
め
、
火
の
元
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
治
会
な
ど
の
消
防
訓

練
に
も
参
加
し
て
、
防
火
・
防
災

知
識
を
身
に
つ
け
、
火
災
の
際
の

避
難
の
方
法
や
、
日
頃
取
り
扱
う

こ
と
の
な
い
消
火
器
に
慨
れ
て
お

く
こ
と
が
〃
い
ざ
と
い
う
と
き
”

に
役
立
ち
ま
す
。

フ（平成lO年度

屋内自転車駐車場の

利用者を募集

我
孫
子
駅
・
天
王
台
駅
周
辺
屋

内
有
料
自
転
車
駐
車
場
の
平
成
、

年
度
利
用
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。
（
下
表
参
照
）

サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
・
天
王
台
南

に
原
動
機
付
き
自
転
車
を
預
け
る

場
合
は
、
申
し
込
み
期
間
が
異
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

現
在
駐
車
場
を
使
用
中
の
方
も

３
月
諏
日
で
使
用
期
限
が
切
れ
ま

す
の
で
、
平
成
、
年
度
の
利
用
を

希
望
す
る
方
は
、
必
ず
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

囮
利
用
期
間
４
月
１
日
か
ら
平

成
ｎ
年
３
月
訓
日
ま
で

園
利
用
で
き
る
人
住
居
や
勤
務

先
が
我
孫
子
駅
ま
た
は
天
王
台
駅

か
ら
５
０
０
ｍ
を
超
え
る
通
勤
・

通
学
者
な
ど

◎
屋
内
自
転
車
駐
車
場
（
自
転
車

火
災
予
防
運
動
期
間
中
の

主
な
行
事

◎
催
し
．
．
．
「
み
ん
な
お
い
で
よ

砥
源
コ
ー
ド
か
ら
火
災
を
起
こ

ぎ
な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

①
電
源
コ
ー
ド
は
家
具
等
の
下
欺

き
と
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
、

折
り
曲
げ
て
使
用
し
な
い

②
コ
ー
ド
を
直
接
引
っ
張
ら
ず
、

プ
ラ
グ
部
を
も
っ
て
は
ず
す

③
プ
ラ
グ
は
定
期
的
に
コ
ン
セ
ン

ト
か
ら
は
ず
し
、
清
掃
を
行
っ

④
使
用
し
な
い
飛
気
器
具
の
プ
ラ

グ
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
は
ず
す

⑤
コ
ー
ド
相
互
間
の
接
続
は
、
接

続
器
具
を
使
用
し
、
コ
ー
ド
線
を

よ

分
解
し
て
の
接
続
（
手
維
り
接
続
）

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

『

の
受
け
付
け
）

▼
受
付
期
間
３
月
２
日
（
月
）
か

ら
郵
日
（
火
）
午
前
６
時
か
ら
、
時

お
よ
び
午
後
４
時
か
ら
９
時
ま
で

（
た
だ
し
、
日
唯
日
は
除
く
）

▽
申
請
方
法
お
よ
び
利
用
決
定

①
申
請
識
（
各
自
転
車
駐
車
場
の

管
理
人
室
に
用
意
〉
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
管
理
人
室
窓
口
に
提

出
（
そ
の
場
で
手
続
き
が
終
了
し

ま
す
）

②
駐
車
位
置
を
階
層
別
に
抽
選
で

塗
疋

③
定
期
カ
ー
ド
を
窓
口
で
聯
入

④
定
期
シ
ー
ル
を
交
付

◎
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
。
天
王
台
南

（
原
動
機
付
き
自
転
車
の
受
け
付

け
）▼

受
付
期
間
３
月
２
日
（
月
）
か

ら
砕
旦
士
）
午
前
６
時
か
ら
、
時
お

消
防
ひ
ろ
ば
」

▼
日
時
３
月
１
日
（
日
）
午
前
、

時
か
ら
（
雨
天
決
行
）

▼
場
所
つ
く
し
野
分
署
前
広
場

▼
内
容
水
消
火
器
に
よ
る
消
火

体
験
、
消
防
車
・
救
急
車
の
展
示

金
魚
す
く
い
、
耳
か
き
・
救
急
バ

ン
ソ
ウ
コ
ウ
の
セ
ッ
ト
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
の
配
布

※
無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す

◎
消
防
団
実
戦
放
水
訓
練

▽
日
時
・
場
所
３
月
１
日
（
日
）

午
前
９
時
＊
第
１
会
場
青
山

特
定
土
地
区
画
整
理
地
内
（
第
一

公
園
想
室
＊
第
２
会
場
新

木
駅
南
側
区
画
整
理
地
内
〈
新
木

駅
前
想
定
）

※
市
内
全
迦
分
団
が
参
加
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
党
く
だ
き
い
。

※
荒
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
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よ
び
午
後
４
時
か
ら
９
時
ま
で

（
た
だ
し
、
日
曜
日
は
除
く
）

▽
申
請
方
法
申
諦
番
（
管
理
人

室
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
管
理
人
室
窓
口
に
提
出

▼
利
用
決
定
申
請
書
を
一
括
審

査
し
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
で
決
定
し
ま
す
。
利
用
決
定
者

に
は
、
３
月
調
日
（
月
）
ま
で
に
ハ

ガ
キ
で
抽
選
結
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
（
抽
選
に
も
れ
た
方
は

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
予
約
簿
に
自
動

登
録
い
た
し
ま
す
）

▼
利
用
の
手
続
き

①
利
用
決
定
者
は
管
理
人
室
窓
口

へ
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
て
く
だ
き
い

②
駐
車
位
置
を
抽
選
で
決
定

③
使
用
料
を
窓
口
で
納
付

璽
溺
シ
ー
ル
を
交
付

▽
問
い
合
わ
せ
交
通
整
怖
課

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

所得税の確定申告と

市。 申告は3剛6日(月)まで
『

所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
・
県

民
税
の
申
告
期
限
は
、
３
月
晦
日

（
月
）
ま
で
で
す
。

申
告
期
間
中
は
窓
口
が
混
雑
し

特
に
申
告
期
間
が
終
わ
り
に
近
づ

き
ま
す
と
大
変
込
み
合
い
ま
す
の

で
、
な
る
べ
く
早
め
に
申
告
さ
れ

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
期
限
内
に
申
告
や
納
税

を
し
な
か
っ
た
り
、
間
違
っ
た
申

告
を
し
ま
す
と
、
後
日
、
不
足
の

税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加

舞
税
や
延
滞
金
も
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
申
告
の
内
容
に
よ
り
、

申
告
場
所
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
柏
税
務
署
・
・
所
得
税
全
般
の
申

坐
ロ◎

市
民
会
館
…
市
・
県
民
税
の
申

告
と
還
付
申
告
な
ど
確
定
申
告
の

ご
く
簡
易
な
も
の

▼
問
い
合
わ
せ
＊
所
得
税
…
柏

税
務
署
冥
妬
）
２
３
２
１

＊
市
・
県
民
税
．
・
・
市
役
所
課
税
課

市
民
税
係
實
芭
１
１
１
１
内
線

３
３
４
３
３
５
３
６
５

▼我孫子°天王台駅周辺屋内有料自転車駐車場一覧表 冥
露
）
１
１
１
１
内
線
３
３
０

A

l

収容台数

冒蚕章鳫守
管理人

勤務時間
名 称 料 金

6:00～10:00

16:00～21:00 自転車8】0円／月サイクルパーク・我孫子南 1.094

’
6:()0～10:00

16:00～21:00
我孫子駅北口自転車駐車場 にI転車81()円／月2.889

’’1
月
月
年

／
／
〆

円
円
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ

ｌ
３
２

８
０
７

？
○

溌
垣

医１自
原
瞳

6:00～】0:00

16:00～21:00
サイクルパーク・天王台南 1.989 87

成 田 線 み ん な の 力 で 複 線 化
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｢ろ
平
成
、
年
分
の
所
得
税
等
の
特

別
減
税
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

老
齢
福
祉
年
金
や
児
童
扶
張
手
当

な
ど
の
受
給
者
、
低
所
得
の
渡
た

き
り
高
齢
者
な
ど
、
砺
歳
以
上
の

低
所
得
の
方
々
を
対
象
に
、
臨
時

福
祉
特
別
給
付
金
（
福
祉
給
付
金
、

介
謹
福
祉
金
、
特
別
給
付
金
）
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

特
別
給
付
金
の
種
類
と
対
象
、

支
給
金
額
は
表
２
の
と
お
り
で
す

が
、
年
金
や
手
当
の
受
給
条
件
、

年
齢
や
所
得
な
ど
の
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
内
６
会
場
で

申
請
受
け
付
け

市
で
は
特
別
給
付
金
の
申
請
を
、

今
月
４
日
か
ら
市
内
６
会
場
で
受

け
付
け
し
ま
す
。
（
表
１
参
照
）

●

＜平成1 0年度受講生を蟇

臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
を
支
給

市民文化 ／~、

申
請
手
続
き
は
３
月
鯛
日
（
水
）
ま
で
に

！

し講座期間4月から平成11年3月ま（水・必蒲）までに〒270-ll66我孫子

で1684教育委員会社会教育課文化係へ

し対象市内在住で、継続して受識で惨抽選応募者多数の場合は抽選（結

きる方（お子さま連れはご遠噸くださ果については3月下旬に通知します）

い） ※ 応 募者が定員の4割に満たない場合
ふりがな

惨申し込み往復ハガキに住所、氏名、には、開講できなくなることがありま

年齢、電話番号、講座名、受講場所、すので、あらかじめご了承ください。

．受講日、講師名を明記し、3月ll日し問い合わせ各講師へ ●

▼市民文化講座一覧(午前の部:午前lO|時から正午､午後の部:午後1時から3時）

ロ

▼表1申請受付場所

I’ ’
I

’

|’ ｜
’

、ーノ

▼表2支給対象者及び支給金額（基準日 はいずれも平成10年2月1日）
｡

’’’
’
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我孫子市

美術家協会
｜’

｜’

’
ｬ

’｜
’け

15人

や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
よ
る
環
境
汚

染
が
、
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
炉

か
ら
排
出
さ
れ
る
ガ
ス
の
挫
庇
調

査
で
は
、
「
大
気
汚
染
防
止
陸
に

定
め
る
、
国
の
基
準
値
で
あ
る
即

ナ
ノ
署
を
大
き
く
下
回
る
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。
（
下
表
参
照
）

フく
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
ゴ
ミ
の

最
近
、
有
害
な
塩
化
水
素
ガ
ス

’
1号炉・2号炉とも

国の基準値を大きく下回る

’

15人 低
温
燃
焼
や
不
完
全
燃
焼
の
際
に

多
く
発
生
し
ま
す
の
で
、
家
庭
ゴ

ミ
は
燃
や
す
こ
と
な
く
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
き
い
。

今
後
も
有
害
物
質
類
の
発
生
を

削
減
す
る
た
め
に
、
ゴ
ミ
の
減
錘

化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
、
一

廟
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
盃
（
師
）
０
０
１
５

▼測定結果（単位 :ナノグラム）
心

’
’

３
月
５
旦
木
）

か
ら
お
日
（
水
）

市
役
所
の
各
担
当
課

午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
犯
分

３
月
廻
旦

L－夛

布
佐
市
民
セ
ン
タ
ー
本
館

午前9時30分
から午後4時

３
月
Ⅷ
日
一

》
）

保
健
セ
ン
タ
ー

３
月
叩
旦
”ー

里一子

湖
北
地
区
公
民
館

３
月
６
日
（
金
）

根
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー

３
月
４
日
（
水
）

市
民
会
館
大
会
議
室

月
日

場
所

時
間

講座名

書道

湖北書道

茶道

(表）

茶道

(裏）

湖北茶道

(裏）

湖北茶道

I畑樵鮮封

油絵

油絵

水墨画

日本画

湖北油絵

湖北油絵

湖北日本、

我孫子生花

布佐生花

【lﾘ』デ'しエノ'し

主催律盟

我孫子市

書道連盟

我孫子市

茶道連盟

’

我孫子

華道連盟

受 講 日

毎週水曜日の
午前

毎週土曜日の
午前

毎月第1，第3

火曜日の午前

毎月第2、第4

火曜日の午前

毎月第1，第3

木曜日の午前

毎月第2、第4

水曜日の午前

毎月第1、第3

水曜日の午前

毎月第2、第4

水曜日の午前

毎月第1，第3
木曜日の午前

毎月第2、第4

金服日の午前

毎月第1、第3

火曜日の午前

毎月第2、第4

火i曜日の午前

毎月第1，第3

火曜日の午後

毎月第1、第3
火雌日の午後6
時から9時

毎月第1，第3

木|曜日の午後

内容

漢字､仮名の

初歩から

漢字､仮名の

初歩から

茶道の初

ら（表千

歩か

家）

茶道の初歩か

ら（裏千家）

茶道の初歩か

ら（裏千家）

茶道の初歩’
ら（大日本；
道学会）

鉛筆デッサン
油絵の初歩か
ら

鉛筆デッサン
油絵の初歩か
ら

水墨画の初歩
(花鳥）から
山水まで

日本画の初歩

から

鉛筆デッサン
油絵の初歩か
ら

鉛筆デッサン
油絵の初歩か
ら

日本画の初歩

から

華道の初歩か

ら（池坊）

華道の初歩か

ら（龍生派）

華道の初歩か

ら（池坊）

定員

20人

20人

15人

'15人

15人

15人

20人

20人

25人

15人

20人

20人

15人

15人

15人

15人

受講料
(月額）

4,000円
(ﾃｷｽﾄ|剛I

4,000円
|ﾃｷｽﾄI剛）

3,000円
(水屋科舗）

3,000円
(ﾎ屋科含む）

3,000円
(水屋料含む）

3,000円
(水屋料舗）

2,500円

2,500円

2,500円
|ﾃｷｽﾄ|剛I

2,500円

2,500円

2,500円

2,500円

2,000円
(花代別）

2,000円
(花代別）

2,000円
(柵柵I）

講師名

よし鋤

井出芳雄
念(82)5

むか＄

向 敏 子

公(82)3945
主ずえ

浅野枡枝

冠(82)8588
あっこ

高田充子

公(82)1809

早野美津子

冠(88)2833

角川千枝

a(82)3692
お き 力 ､ ぺ

越阪部洋一

窓(82)8525

田崎瀧
冠(82)0826

をきしろう

小泉雅司郎

窓(84)9983

近騰恵美

冠(82)1778

毛利弘子

公(88)0548

大塚敏雄

冠(88)2400

中尾葉子
公(88)9850

高崎きち子

窓(82)4376

井上久仁子

念(83)4821

山崎富久子
冠(82)3781

場 所

中 央
公民館

湖北地区

公民館

中 央

公民館

湖北地区

公民館

中央

公民館

湖北地区

公民館

中央

公 民 館

布佐ステ
ーション

ホール

湖北地区

公民館

短歌
毎月第1、第3

金I曜日の午後

短歌の初歩か
ら

30人 2,000円

とし二

榊原敦子

念(84)9435

謡（宝）

謡（観）

湖北七宝焼

湖北手編

湖北フラン

ス刺しゅう

湖北アート

フラワー

七宝焼

手編

フランス

刺しゅう

パンフラヮー

我孫子市

謡曲|連合会

我孫子市

手工芸連盟

’

毎月第2、第4

日照日の午前

毎月第2、第4

日曜日の午前

毎月第1、第3
水I陥日の午前

毎月第1､第3

火曜日の午前

毎月第2、第4
木脇日の午前

毎月第2、第4

金I曜日の午前

毎月第1、第3

木曜日の午前

毎月第1，第3

土l曜日の午前

毎月第1，第3

火I曜日の午後

謡の初歩から
(宝生流）

謡の初歩から

(観世流）

七宝焼の初歩

から（立体も）

手編の初歩か
ら

フランス刺し
ゅうの初歩か
ら

アートフラワ

ーの初歩から

家庭で
宝焼と
作る七宝

手編の初歩か
ら

フランス刺し
ゅうの初歩か
ら

Zる七

杜で
％

15人

15人

15人

15人

15人

15人

15人

2,000円

2,000円

2,000円
(材料代別）

2,000円
(材料代別）

2,000円
(材料代別）

2,000円
(材料代別）

2,000円
(材料代別）

2,000円
(材料代別）

2,000円
(材謝捌）

&入ぞう

早崎距造

公(84)4187
あ心ら

市Ill暉

冠(82)4336

むつこ

川添｜睦子

冠(88)9391
みちこ

鈴木迪子

冠(84)1605

井上雪子
公(83)0409

中村多喜子
窓(88)2605

みちこ

荻野紀子

公(88)0968

山田澄子
a(82)5041

けいこ

宮崎｜I好
公(84)5446

毎月第2、第4
火曜日の午前

パンフラワー

制作、油彩ア
レンジまで

15人
2,000円
(材料代別）

のりも

阿部乃里子
窓(82)8弱6

中央

公民館

湖北地区

公民館

中 央

公民館

種類・金額

福祉給付金

(1万円）

介護福祉金

(3万円）

特別給付金

(1万円）

対象となる方

基準日に、本年2月分の次のいずれかの年金または手当を受給

されている方

①老齢福祉年金②|厳害基礎年金のうち旧障害福祉年金に相当す
るものく年金証書の年金コード種別（先頭3けた）が「635.265
.535.062」の方＞③遺族基礎年金のうち旧母子･準母子福祉
年金に相当するものく年金証書の年金コード種別（先頭3けた）
が｢275.283.645.072.082・'02」の方＞④児童扶養手当
⑤特別児童扶養手当⑥特別障害者手当⑦障害児福祉手当③
福祉手当（経過措置分）⑨原爆被爆者諸手当（医療特別手当、
特別手当、健康管理手当、保健手当）
※基準日に、生活保護を受けている方や社会福祉施設に入所され
ている方などは、別途同様な措置がありますので臨時福祉給付金
は支給されません。

基準日に、生活保談を受けている方、または平成9年度分の市

民税所得割が課されなかった方（本人が他の方の控除対象配偶者

または扶養親族となっている場合は、その扶養者に市民税所得割
が課されなかった場合に限ります）で、次のいずれかに該当する
方

①基準日に、平成9年8月1日以前から寝たきりまたは痴ほうな
どの状態にあるため、常時介護を必要とする65歳以上（昭和8年
2月1日以前生まれ）の方②本年2月分のうち特別障害者手当、
障害児福祉手当または福祉手当（経過措置分）を受けている方
※基準日に、病院、診療所、老人保健施設に平成9年10月3旧以
前から継続して入院・入所している方や、特別養護老人ホームな
どの社会福祉施設に入所されている方（養護委託を含む）には、
臨時介護福祉金は支給されません。

※臨時介護福祉金は、|司一の方が臨時福祉給付金や臨時特別給付
金の支給要件に該当する場合は、重複して給付金が支給されます。

基準日に、65歳以上（昭和8年2月1日以前生まれ）の方で、
平成9年度分の市民税が課されなかった方（本人が他の方の控除
対象配偶者または扶謹親族となっている場合は、その扶護者に市
民税が課されなかった場合に限ります）。
※臨時福祉給付金の扱いと同様に、生活保談を受けている方など
には支給されません。

※同一の方が、臨時福祉給付金の支給要件に該当する場合には、
臨時特別給付金は支給されません。

担当課

①｡②･③は
国保年金課年
金係

④は児童保育
課児童家庭係

⑤．⑥．⑦・
③は障害福祉
課障害福祉係

⑨は厚生課社
会係

①は高齢者福
祉課高齢者福

祉係

②は障害福祉
課障害福祉係

高齢者福祉課

高齢者福祉係

士
口

焼却炉

1号炉

2号炉

燃焼室の
処理能力

2ﾄﾝ／時
～4ﾄﾝ／時

4トン／時

以上

平成8年
測定値

炉改修中の
ため数値なし

4．7

平成9年
測定値

1．0

1．6
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こ
れ
か
ら
父
親
・
母
親
に
な
る

方
、
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
参
加
を
。

▽
日
時
３
月
”
日
釜
）
午
後
０

時
編
分
受
付
、
１
時
か
ら
３
時
如

分▼
内
容
＊
ビ
デ
オ
「
赤
ち
ゃ
ん

こ
の
す
ば
ら
し
き
生
企
＊
産

科
医
の
話
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）

▼
申
し
込
み
砺
話
で
予
約

▽
日
時
３
月
６
日
、
喝
日
の
い

ず
れ
も
金
雌
日
午
前
９
時
犯
分
か

ら
皿
時
如
分
（
開
始
、
分
前
に
は

受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
）

マ
内
容
妊
婦
体
操
、
妊
娠
中
の

生
活
・
歯
科
衛
生
・
栄
養
な
ど

健康ガｲ
＝

母
親
学
級

当蕊3月の日曜｡休日 一
保
健
セ
ン
タ
ー
で

湖
北
台
１
の
枢
の
拓

（
湖
北
駅
南
口
徒
歩
２
分
）

壷
（
師
）
１
１
３
１

L

卜診療時間午前9時から午後5'時

，持参するもの健康保険証と診療費

、

卜

▽
日
時
３
月
３
日
、
ｍ
日
、
Ⅳ

日
の
い
ず
れ
も
火
峨
Ｒ
、
午
前
９

時
喧
分
か
ら
９
時
娼
分
受
付

▽
対
象
平
成
９
年
皿
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▽
内
容
身
体
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん

体
操
、
栄
養
・
育
児
な
ど
の
相
談

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
乳
児
健
診
は
、
母
子
健
康
手
帳

の
無
料
券
を
利
用
し
、
医
療
機
関

で
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
３
月
幻
日
（
金
）
午
後
１

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記

用
具
は
毎
回
、
バ
ス
タ
オ
ル
（
６

且
、
歯
ブ
ラ
シ
（
喝
旦

▼
申
し
込
み
砿
話
で
予
約

ｓ
力
月
児
相
談

垂
再
旧
小

目
炎

ふ
ふ
Ｉ
二
二
回

１
歳
半
の
頃
は
、
基
本
的
な
生

活
習
恨
を
身
に
つ
け
き
せ
る
大
切

生
後
３
月
か
ら
卯
月
未
満
の
乳

幼
児
は
、
ポ
リ
オ
投
与
を
２
回
受

け
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
３
月
塑
日
（
火
）
午
後
１

時
喧
分
か
ら
２
時
応
分
受
付

▽
対
象
＊
１
回
目
…
平
成
９
年

９
月
以
前
生
ま
れ
＊
２
回
目
．
：

９
年
哩
月
晒
日
以
前
に
１
回
目
を

投
与
の
方
（
１
回
目
と
２
回
目
の

間
隔
は
６
週
間
以
上
あ
け
る
こ
と
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
位

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
、
主

治
医
に
ご
相
談
く
だ
き
い
。

二可て 時
如
分
か
ら
２
時
犯
分
受
付

▼
対
象
乳
幼
児
の
栄
養
や
歯
科

相
談
な
ど
、
育
児
相
談
の
あ
る
方

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

１
歳
ｓ
力
月
児
健
康
診
査

児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

ポ
リ
オ
）
投
与

’ 妊婦のための

歯科講演会テレホン
サービス

レ
ー

ア
サ （ ）B(87)1141

下
表
の
予
防
接
種
は
、
個
別
に

医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
き
い
。

実
施
医
療
機
関
と
予
防
接
種
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
乳
幼
児
は
予
防

接
種
ノ
ー
ト
〈
出
生
お
よ
び
対
象

と
な
る
転
入
者
（
小
学
校
入
学
前

ま
で
）
に
は
各
翌
月
に
郵
送
〉
を
、

小
・
中
学
生
は
予
防
接
種
の
予
診

票
に
添
付
し
て
あ
る
注
意
醤
き
を
、

そ
れ
ぞ
れ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
外
の
小
・
中
学
校
に

通
っ
て
い
る
方
は
、
予
診
票
を
保

健
セ
ン
タ
ー
に
ご
請
求
く
だ
き
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
、
印
鑑

▼
日
時
３
月
四
日
（
木
）
午
前
９

時
巧
分
か
ら
旧
時
如
分
受
付

▼
対
象
平
成
７
年
７
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▽
内
容
歯
科
健
診
、
歯
み
が
き

指
導

▽
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
通
知

ハ
ガ
キ
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の

２
本
）
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

初
妊
婦
の
方
を
対
象
に
、
妊
娠

中
の
歯
科
術
生
や
赤
ち
ゃ
ん
の
歯

を
丈
夫
な
歯
に
育
て
る
た
め
の
お

話
を
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
３
月
四
日
（
木
）
午
後
１

時
犯
分
か
ら
３
時

マ
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

マ
内
容
妊
娠
中
に
知
っ
て
お
き

な
時
期
で
す
。
父
親
・
母
親
の
役

割
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

マ
日
時
３
月
５
日
、
哩
円
い
ず

れ
も
木
雌
日
、
午
前
９
時
巧
分
か

ら
、
時
犯
分
受
付

▽
対
象
平
成
８
年
８
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
・
問
診

票
・
歯
ブ
ラ
シ
〈
親
と
子
の
２
杢

一
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

窒
歳
ｓ
力
月
児
歯
科
健
診

ア

保
健
セ
ン
タ
ー
の
栄
養
士
が
食

事
記
録
の
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
や

献
立
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
い

ま
す
。 ３

歳
児
は
身
体
も
心
も
大
き
な

変
化
を
迎
え
ま
す
。
病
気
の
早
期

発
見
や
子
育
て
の
不
安
を
解
消
す

る
た
め
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
３
月
９
日
（
月
）
、
爽
側

（
木
）
午
後
０
時
輻
分
か
ら
１
時
輻
分

受
付

▼
対
象
平
成
６
年
８
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▽
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
３
歳

児
健
康
診
査
票
、
歯
ブ
ラ
シ
、
尿

※
診
査
票
は
記
入
し
て
持
参

---

▽
費
用
対
象
年
齢
内
は
無
料

た
い
歯
の
話

▽
講
師
星
野
順
一
郎
（
我
孫

子
市
歯
科
医
師
会
）

▽
定
員
犯
人

▽
参
加
費
無
料

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

遮
話
で
３
月
鵬
日
（
水
）
ま
で
に

保
健
セ
ン
タ
ー
賓
逗
１
１
３

１
へｓ

歳
児
健
康
診
査

騎
一
曙
吟
蝉
一

混三
合種日

本
脳
炎

風 麻
疹
（
は
し
か
）

ツ
ベ
ル

及
び
Ｂ 栄

養
予
防
接
種
名

－

ジ
フ
テ
リ
ア

百
日
せ
き

破
傷
風

ク
リ
ン

｜
Ｃ
Ｇ

し

反
応

接
種 相

談！
ん ■且

第
Ⅲ
期

第
Ⅱ
期

第
１
期

生
後
廻
月
か
ら
卯
月
未
満
、
廻
歳
か
ら
肥
歳
未
満

（
中
学
２
年
生
に
予
診
票
を
配
布
）
．
１
回
接
種

ｎ
歳
か
ら
旧
歳
未
満
（
小
学
６
年
生
に
予
診
票
を

配
布
）
・
第
Ⅱ
期
１
回
接
種

４
歳
未
満
・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
の
結
果

陰
性
反
応
の
場
合
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
１
回
接
種

生
後
哩
月
か
ら
如
月
未
満
．
１
回
接
種

生
後
３
月
か
ら
卯
月
未
満
Ｉ
期
初
回
（
３
回
）

及
び
Ｉ
期
追
加
１
回
接
種

※
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
人
は
二
極
混
合
里
琶
接
種

対
象
年
齢
・
接
種
回
数

生
後
６
月
か
ら
卯
月
未
満
・
初
回
（
２

回
）
及
び
追
加
１
回
接
種

９
歳
か
ら
Ｂ
歳
末
満
（
小
学
４
年
生
に

予
診
票
を
配
布
）
１
回
接
砿

脚
歳
か
ら
肥
歳
未
満
（
中
学
３
年
生
に

予
診
票
を
配
布
）
。
１
回
接
種

肩
こ
り
や
腰
痛
で
悩
ん
で
い
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
き
い
。

個
別
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

▽
時
間
午
後
１
時
犯
分
か
ら
３

時
（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
１
時

”
分
）

▽
持
参
健
康
手
帳
、
体
操
の
で

肥
満
や
糖
尿
病
、
筒
血
圧
な
ど

で
食
事
療
法
が
必
要
な
方
も
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
き
い
・

▼
申
し
込
み
恋
諦
で
予
約
（
日

時
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

｜
肩
こ
り
。
腰
痛
教
室

自
然
気
胸
と
は
、
あ
ま
り
聞

き
な
れ
な
い
病
名
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
時
々
見
ら
れ
る
病
気

易
〃
弓
零
今
く
ノ
リ
印

で
、
何
ら
か
の
原
因
で
肋
脱
腔

内
に
空
気
が
入
っ
て
い
る
状
態

で
す
。
肺
は
少
し
縮
み
（
肺
虚

脱
）
ま
す
が
、
時
に
は
ひ
ど
く

縮
ん
で
し
ま
う
時
も
あ
り
ま
す
。

歩
景
Ｌ
ゆ
せ
い
の
う
鰹
う

そ
の
原
因
は
、
気
腫
性
褒
胞

（
肺
の
表
面
に
あ
る
薄
い
袋
状

物
）
の
破
裂
と
か
、
肋
膜
炎
に

よ
る
癒
着
部
の
破
錠
の
結
果
生

じ
ま
す
。
発
生
頻
度
は
、
加
歳

代
に
蝦
も
多
く
、
年
齢
と
共
に

発
生
率
は
下
が
り
ま
す
。

症
状
は
息
切
れ
・
呼
吸
困
雌

健
康
メ
モ
⑰

＆

▽
日
時
３
月
塑
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時

▽
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
嘔
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
童

▽
内
容
整
形
外
科
医
に
よ
る
診

察
、
保
健
婦
に
よ
る
指
導
な
ど

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

『

▽
日
時
３
月
晒
日
（
月
）
午
前
、

き
る
服
装

マ
申
し
込
み
受
付
時
間
内
に
直

接
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

（
帥
％
）
、
胸
痂
（
加
％
）
、
咳

（
お
％
）
な
ど
で
、
軽
症
例
で
は
軽

い
胸
痂
を
訴
え
る
だ
け
で
、
全
く

無
症
状
の
時
も
あ
り
ま
す
。
肺
の

縮
み
方
が
高
度
の
場
合
は
、
呼
吸

困
難
、
動
悸
、
胸
痂
、
咳
な
ど
が

激
し
く
、
ざ
ら
に
は
チ
ア
ノ
ー
ゼ

を
来
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自

然

診
察
（
打
診
、
聴
診
）
で
は
軽

症
例
で
は
所
見
が
な
く
、
診
断
困

難
な
時
が
あ
り
ま
す
が
、
胸
部
Ｘ

線
写
真
を
撮
る
と
肺
の
縮
み
具
合

が
写
り
、
は
っ
き
り
と
わ
か
り
ま

す
。

治
療
法
は
、
軽
症
の
場
合
は
安

静
あ
る
い
は
や
や
安
静
（
通
院
で

▼肩こり．腰痛教室日程乳
幼
児
発
達
相
談

ユ
柏
保
健
所
か
ら

療 1
奉
胃

相
談

時
か
ら
午
後
４
時

マ
対
象
首
の
す
わ
り
が
遅
い
、

歩
か
な
い
な
ど
、
発
達
の
遅
れ
が

心
配
な
２
歳
ま
で
の
乳
幼
児

▽
内
容
発
達
心
理
相
談
員
と
保

健
婦
に
よ
る
相
談
・
指
導

▽
申
し
込
み
電
話
で
柏
保
健
所

地
域
指
導
班
へ
（
予
約
勉

▽
日
時
３
月
６
日
、
喝
日
、
加

日
、
幻
日
の
い
ず
れ
も
金
暇
日
、

総
写
真
を
撮
る
と
肺
が
半
分
、
あ

る
い
は
そ
れ
以
下
に
縮
ん
で
い
る

こ
と
が
多
い
。
こ
の
時
に
は
ま
ず

入
院
を
し
て
安
静
を
と
り
、
肋
膜

腔
内
に
管
（
胸
腔
ド
レ
ー
ン
）
を

入
れ
、
持
続
的
に
吸
引
（
陰
圧
を

か
け
）
し
て
縮
ん
だ
肺
の
伸
び
を

待
ち
ま
す
。

よ
ど
で
経
過
を
み
ま
す
。

時
々
胸
部
Ｘ
線
写
真
を
撮
っ
て
、

肺
の
縮
み
具
合
の
回
復
を
観
察
し

ま
す
。
肺
の
縮
み
は
２
．
３
週
間

で
ほ
ぼ
回
復
し
ま
す
。
（
静
か
に
通

学
、
通
勤
し
て
も
良
い
）

息
切
れ
、
呼
吸
困
難
が
あ
り
、

動
悸
を
訴
え
る
も
の
は
、
胸
部
Ｘ

気
心
の
健
康
相
談

柏
市
柏
２
５

壷
（
碗
）
１
２
５

カンボジア地雷犠牲者救済使

用済みテレホンカード回収運動

は 、 多 く の 皆 さ ん の ご 協 力 を い

ただき、大きな成果をあげ12月

末日で終了しました。

運動で得られた資金は、地雷

蟻牲者のための義肢製作等|ご要

する資金の一部に充当します。

日本赤十字社では、カンボジ

ア地雷犠牲者支援活動を積極的

|こ実施しています。今後も一層

のご協力をお願いします。

し問い合わせ厚生課

胸
5 5 、

守
日
時
３
月
２
日
、
お
日
の
い

ず
れ
も
月
暇
日
、
午
後
２
時
か
ら

４
時

▼
対
象
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱

え
た
本
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族

▽
内
容
糖
神
保
健
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
（
専
門
医
に
よ
る

相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
）

Ｉ

午
後
２
時
か
ら
４
時
受
付

▽
対
象
糖
神
病
、
糒
神
神
経
症

な
ど
心
の
病
で
悩
ん
で
い
る
方

▽
内
容
糖
神
保
健
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
（
嘱
託
医
に
よ
る

相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
）

肺
か
ら
の
空
気
の
漏
れ
が
多

い
（
破
裂
部
が
大
き
い
）
時
に

は
、
手
術
が
必
要
で
す
。
こ
の

時
に
は
全
身
麻
酔
下
で
、
腋
の

下
で
約
５
ｍ
の
切
開
で
胸
の
中

に
入
り
、
肺
の
破
裂
し
た
部
分

を
縫
い
縮
め
ま
す
。

最
近
で
は
、
こ
の
よ
う
な
開

胸
手
術
を
せ
ず
に
、
内
視
鏡
を

用
い
て
肺
の
破
裂
部
に
ア
プ
ロ

Ｌ
垂
う
し
守
冬

－
チ
し
て
、
こ
の
部
分
を
焼
灼

し
て
、
破
裂
部
を
閉
鎖
修
復
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
手

術
は
、
ま
た
軽
症
自
然
気
胸
で

も
保
存
的
療
法
で
は
、
何
度
も

再
発
を
繰
り
返
す
よ
う
な
も
の

に
も
適
応
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

師
会
冥
配
）
５
５
２
５

ア
ル
コ
ー
ル
悩
み
ご
と
福
毒

己

I’

し
あ
わ
せ
学
級日

1日

8日

15日

21日

22日

29日

病。医院名

我孫子つくし野病院

小倉外科内科

我孫子東邦病院

めかるこどもクリニック

アビコ外科整形外科病院

湖北台診療所

我孫子つくし野病院

平和台 病院

金田整形外科医院

我孫子聖仁会病院

貫井医院

電 話

84－2211

82－0165

82‐8166

85－5666

84－7321

88‐8768

84－2211

89‐llll

-1137

88－3111

84－5555

夜 間 に 急 病のときは

日程

3月10日

(火）

3月17日

(火）

主な内容

肩こり|蹄予防の体操

歯の話

肩こりI瀧予防の＃擬

栄養の話



声

(4)鐵び こ第968号 1998．3．1
－

E’ 絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
楽
し

い
お
話
、
こ
わ
い
お
話
を
し
ま
す
。

４
歳
か
ら
９
歳
ま
で
の
チ
ビ
ッ

子
、
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
来
て
く

だ
さ
い
。

▽
場
所
・
日
程

＊
市
民
会
館
第
４
会
議
室
・
・
３
月

５
旦
木
）
・
心
旦
木
）

＊
布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や
。
：

３
月
哩
旦
木
）
・
王
日
（
木
）

＊
湖
北
台
分
館
（
バ
ー
バ
タ
イ
ム
）

：
．
３
月
喝
旦
金
）

▽
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
犯

分
（
た
だ
し
、
湖
北
台
分
館
は
４

時
迦
分
ま
で
）

◎
湖
北
台
分
館

Ⅱ
水
墨
画
Ⅱ

▼
作
品
・
作
者
風
景
；
松
崎
利

叶
い

三
郎
（
中
峠
）
景
．
：
塩
原
友
悪

（
日
秀
）
花
…
小
野
キ
ク
イ

（
中
峠
）
花
…
秋
田
寿
美
（
中

畦
花
：
小
林
知
恵
子
（
中
峠
）

◎
布
佐
分
館

◎
市
民
図
書
館

◎
湖
北
台
分
館

◎
布
佐
分
館

◎
移
動
図
書
館

お
は
な
し
会

ー一一－一一

4■■■■■■■

図
書
館

だ
よ
り

ギ
ャ
ラ
リ

竺
副
）
１
１
１
０

壷
〈
師
）
３
０
５
５

壷
（
鉛
）
１
３
１
１

壷
（
薮
）
０
９
０
９

一

一 一
一

は
た
お

Ⅱ
機
織
り
Ⅱ

▼
作
品
・
作
者
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、

な
が
の
じ
ゅ
ん
こ

ド
レ
ス
ほ
か
…
永
野
純
子
（
布
佐

平
和
台
）
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
、

コ
ー
ト
ほ
か
：
秋
山
泰
子
（
布
佐

平
和
宣

囹
展
示
期
間
３
月
ｎ
日
（
水
）
か

ら
４
月
厄
日
（
日
）

’そよかぜ号(鱸)3月の日程(室歪） 市民図書館本館は、次の

とおり祝日も開館します｡

，祝日開館日程

3月21日(祝）

＝市民図書館本館＝

曜‘日|日|ｽﾃｰｼｮﾝ名’場所
41湖北湖北地区公民館

、§|喜仙』誉,巽嬉書W喜芸：
水

|木|息|襄梁蟇'襄雫琵隣蓋漆夕圖
|金|品|舗寡鑪巍鯛?鰯

|豊嘩|謙儲蕊水

木1列天王台東|天王台東児童公園
26天王台西｜浅野谷3号公園

金や根戸|根戸近隣センター
27つくし野｜東急ｼｮｯビﾝグｾﾝﾀー 裏

『

’時間(午後）

l:20～l:50

2:lO～2:40

3:00～4:00

2:00～2:40

3:00～4:00

2:00～2:45

3:00～4:00

1:30～2:13

2:30～3:00

3:20へ4:00

2:00～2:50

3:10～4:00

2:00～2:40

3:00～4:00

１４．幅

’|息
木

金’
６
．
釦 市

で
は
、
４
月
か
ら
剛
芸
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

庭
木
の
管
理
や
花
畷
作
り
の
実

技
な
ど
を
含
め
て
、
や
ざ
し
く
解

説
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
内
容
下
表
参
照

▽
場
所
中
央
公
民
館

▼
時
間
午
前
、
時
か
ら
正
午

マ
講
師
商
野
光
利
（
樹
木
医
）

▼
定
員
和
人
（
連
続
し
て
受
識

で
き
る
方
で
以
前
受
講
し
た
方
を

除
く
、
結
果
は
後
日
郵
送
し
ま
す
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
費
用
２
０
０
０
円
（
材
料
代

等
含
む
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
性

園
芸
教
室
生
を
募
集

（
花
壇
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
Ｕ

|;:｜水 ’ ’ 花
壇
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

旭
・
記

木

旭
・
野

金

▼園芸教室日程 復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
）
に
住
所

ふ
、
リ
が
払
い

氏
名
、
寵
話
番
号
を
明
記
し
、
３

月
加
円
（
金
・
必
着
）
ま
で
に
我

孫
子
１
８
５
８
公
園
緑
地
課
緑
化

推
進
係
實
芭
１
１
１
１
内
線
５

４
４
へ

※
砥
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。平成川年度グルー ブ生募集

生涯学習に向けて皆さんの応募をお待ちしています。

申し込みは、往復ハガキに住所。氏名。電話番号を必ず明記してください。

▼グループ生募集一覧（4月から平成11年3月まで）

13

’
|受講日｜内容|篭’

受講 料
月額
（定員）

受講日 内容グループ名 講師名 問い合わせ 場所

’
中峠3048

笠松謹手
a(88)4149

英会話のための

基礎英語

(中学生程度）

1,300円

ﾃｷｽﾄ側

(25人）

第2．4金曜日

午後1時～3時

▽
対
象
市
内
在
住
の
方
乖
齢
・

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
定
員
各
誌
座
と
も
先
潜
和
人

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
性

基礎英語 今井光代

〉〈ｼﾙバー 人材ｾﾝﾀー 講座生を募集
シルバー人材センターでは、楽しく学べる講座を次

のとおり開設します。新しい自分の発見に皆さんぜひ

チャレンジしてみませんか。

▼募集講座一覧〈4月から平成11年3月まで(8月は休誰)>

’ 叩
‐
鼎
ｆ
民
蛸

9-21

須藤順子

冠(84)6204

毎週木曜日
（月4回）

午前10時~正午

婦人健康美容体

操
1,300円

高橋美代子
(40人）

|婦人体操

■

我孫子新田8-9
ほしな

保科芳子
a(84)3310(夜間）

こう『や

椛谷みよ子
講座名’受講 日 内容｜受講料｜場所

水墨の基本から作品の裏打
ちまで

第1･第3月曜日
午後1時30分~3時30分

・
鐸
、
り
ふ
“
合
“

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
講
座
名
（
学
習
教
室

参
加
希
望
者
は
児
童
名
、
保
護
者

名
、
学
校
名
）
を
明
記
し
、
３
月

月
額
１
５
０
０
四

※申し込みは直接中
央公民館会議室lへ
犬塚礼子
念(84)7926

＊年中･･3月5日
(木)午後1時
＊年長･･･3月19日
(木)午後1時

塞絵教室毎週水曜日

午後1時～2時

午後2時～3時

午後3時～41時

子供体操 我
孫
子
第
一
小
学
校

全
父
流
散
室
）

1,300円

年中90A

年長60A

*年中･･･平成5
年4j1～同6師
3月生まれ
*年長．,平成4
年4月～同調
3月生まれ

平成5
同6年
れ

子どもの体力づ

くり運動

うっき

宇祁木元美
第1･第3金曜日
午後1時30分~3時30分

普道の初歩から書道教室

’ ’’’
俳句の初歩から
(生涯の趣味として）

第1･第3水|曜日
午後l1W30分~3時30分

俳句教室

第1･第3木曜日
午後1時30分~3時30分

小物からベスト・セーター
まで

｜着付 ’ ’1,500円 田口慶子
(20人）

手編教室布佐3276-9

野寺美智子

窓(89)1062

"1･3土曜日

午前IOI噺~正午

月
額
２
０
０
０
円

いつでもどこでも気軽に絵
筆を持てる。自然に上達。

水彩画
教室

第1･第3木曜日
午後1時30分~3時30分1

加
日
（
金
・
消
印
有
効
）
ま
で
に

〒
２
７
０
‐
１
１
２
１
中
峠
２
６

０
７
（
社
）
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
事
務
局
實
翌
２
２
０
０
へ

|湖北着付
普段着から礼装

まで(半巾帯、

名古屋帯､袋帯）

第1･第3水曜日
午後1時30分~3時30分

MI服着付全般（着物の知識
まで）

布佐2262

高橋八重子

盆(89)2304

公湖
着付教室第13火曜日

午前10時~正午

1,500円

(20人） 民＃須藤ふみ 市民会館

’’ 趣味のアクセサリーや作品の
デザイン（基礎から応1Mまで）

第1･第3火曜日
午前10時～正午

館区 木彫教室

第2･4*lfB
布佐着付

午前lOI時~正午

布
佐
市
民
セ

ン
タ
ー
本
館

つくし野1-7-10

武者小路小代子
窓(84)4394

みきいづ

調I鋤子
第1･第3火曜日
午前91*50分～正午

スケッチなど基本からilll"
がかけるまで

Ⅲ
川

０
０
５
２
，
ｇ
Ｉ
ｌ
１

１ 。
●
■
８
℃

〃
雑
３
０
０
０
ⅡＩ

ll:手口ホール

(緑1丁目）
油絵教室

算撒･生樹縛等個人の力を
IIIIばす(対象ﾉ1,学校4年生）

渋谷ビル

(本I11･3丁目）
毎週木曜日
午後5時～7時

学習教室
※場所は都合により変更する場合があります。
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Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ

▽
無
料
で
＊
足
踏
み
オ
ル
ガ
ン

〈
槙
鵬
實
邑
５
３
１
０
〉

Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

＊
Ｎ
Ｅ
Ｃ
パ
ソ
コ
ン
〈
影
沢
霊

（
翅
０
２
９
４
〉
＊
火
ば
ち

〈
飯
干
云
（
訂
）
６
０
５
３
〉

▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切り

は毎月5日（必着)。ハガキで1人l作に限ります。

応募先我孫子市我孫子1858市役所広報広聴課

命
③
③
倫
翻
④
⑪
②
⑪

俳句短歌
竹内 旦選山本寛太選

い
て
つ
ち

凍
土
を
は
が
し
純
文
堀
り
進
む
野
口
こ
う

雪
に
ほ
ふ
牡
丹
の
苑
の
静
け
さ
に
渋
谷
多
佳
子

よ

短
か
き
も
長
き
も
一
生
葱
刻
む
松
浦
白
梅

は
た
ち

ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
れ
ば
二
十
や
老
の
春

秋
田
蕃
実

お
お
ば
ん

大
鵺
の
白
き
鼻
す
じ
寒
の
水
宮
腰
多
加
雄

許
し
て
は
な
ら
ぬ
事
あ
り
利
休
の
忌
池
田
み
ど
り

ひ
あ
し

日
脚
伸
ぶ
お
客
ひ
と
り
の
理
髪
店
青
山
陽
子

は
つ
う
ま

初
午
の
世
話
人
溜
り
茶
碗
酒
島
田
富
江

ひ
あ
し

松
葉
杖
や
う
や
く
に
馴
れ
日
脚
伸
ぶ
川
上
進
也

・
噌

大
寒
や
富
士
に
落
日
収
ま
れ
り
山
口
魁

ろ
う
ば
い
か
ど
べ

臘
梅
や
門
辺
落
着
く
立
話
篠
原
わ
ぐ
り

隣
人
と
ふ
れ
あ
い
深
め
雪
を
掻
く
篠
田
ま
き

は
つ
だ
い
し
ろ
う
れ
ん

初
大
師
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
渡
る
と
て
老
連
の
バ
ス
十

台
の
行
く

新
堀
孝
女つ

ど

戦
友
会
こ
れ
が
罐
後
と
十
七
名
纒
続
浜
七
０
階
に
集

ふ
松
浦
白
梅

生
ま
れ
来
て
十
日
と
た
た
ぬ
郷
挫
に
嫁
は
寝
な
が
ら

うも
の
言
ひ
て
を
り

関
口
静
江

い
よ
ひ
う
す
ら
ひ
か

凍
て
し
宵
薄
氷
し
だ
き
駆
け
つ
け
き
い
ま
は
の
き
は

ｉ

の
た
ら
ち
ね
の
許
東
海
林
癖
和

礫
て
塁
哩
な
鼠
艤
づ
鞭
を
一
言
っ
っ

ｔ元
へ
戻
し
ぬ
村
上
弘

に
ａ
は
↑
｝
も
ひ

新
年
の
賑
ひ
も
終
へ
普
初
に
純
る
一
と
日
を
ぼ
た
ん

士
幸雪

舞
ふ
馬
場
千
鶴
子

い
ま
な
か

日
の
入
り
て
な
ほ
光
あ
り
沼
中
に
白
鳥
に
似
て
岐
水

あ
が
る
三
谷
和
夫

季
し
灌
雪
蓉
浮
講
し
熱
る
朝
日
皐

光
れ
り

中
野
武

裂
肇
筆
の
雰
畿
縫
沓
寧
懲
の

は
つ
ど
ま式

に
篠
田
ま
き

ふ
く
ろ
湾
た
き
い

袋
田
の
滝
は
東
て
を
り
ひ
と
す
ぢ
の
流
れ
も
あ
ら
ず

眠
れ
る
が
ご
と
川
上
進
也

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
コ

ー
ナ
ー
へ
の
掲
赦
は
、
電
話
で
商

工
観
光
課
消
毅
生
活
係
で
、
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

▼
取
り
扱
い
品
日
曜
雑
貨
等
の

耐
久
消
饗
財
で
す
。
衣
類
、
自
動

車
、
生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課

＆

〃

！

ひ

ろ

|民

日程

4月21日(火）

5月19日(火）

6月16日(火）

9月17日(木）

9月18日(金）

10月20日(火）

内容（予定）
樹木と花作りの基礎

庭木、花木の病気と害虫

挿し木と植木の移植について

家庭での花壇作りの設計について

花壇作りの実技

鯛の樹ﾎの蝿と剪定について(難）
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日
時
３
月
柏
日
（
火
）
午
前
扣
時

場
所
市
民
会
館
大
会
議
室

４
月
聖
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
午
前
、
時
、
市
民
会
館
大
会
談
室

我
孫
子
市
磯
業
委
員
会
委
員
一
般
◎
立
候
補
届
出
書
類
の
事
前
審
査

選
挙
は
、
４
月
四
日
に
告
示
さ
れ
▼
日
時
・
場
所
４
月
１
日
（
水
）
、

４
月
塑
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
２
日
宋
）
両
日
と
も
王
剛
皿
時
か
ら

こ
の
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
説
午
後
４
時
、
市
役
所
西
別
館
４
階

明
会
、
立
候
補
の
届
け
出
な
ど
の
会
議
室
（
事
前
に
時
間
を
予
約
の

日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
と
）

◎
立
候
補
予
定
者
説
明
会
◎
立
候
補
の
届
け
出

▼
日
時
・
場
所
３
月
、
日
（
火
）
▽
日
時
・
場
所
４
月
四
日
（
日
）

ぐ
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
投
票
所

1 ，鳥の博物館第25回企画展

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

烏の形とくらしⅢ

つばさと飛行

蓮
で
〃

3

塞
車

｡

9

私

鳥
は
、
前
あ
し
を
つ
ば
さ
に
変

え
て
、
空
を
飛
ぶ
能
力
を
手
に
入

れ
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
展
は
「
鳥
の
形
と

く
ら
し
」
シ
リ
ー
ズ
第
３
弾
と
し

ひ
し
よ
う

て
、
鳥
の
飛
翔
に
注
目
し
「
つ
ば

き
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ま
す
。

企
画
展
で
は
、
ざ
ま
ざ
ま
な
鳥

の
飛
翔
型
標
本
を
展
示
。
つ
ば
き

の
形
と
飛
び
方
、
生
活
と
の
か
か

わ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
羽
ば
た
く
つ
ば
き
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
や
、
鳥
の
飛
行
の
原
理

に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
新
た
に
考
案
し
た
可
動
模
型

も
展
示
し
ま
す
。

つ
ば
さ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
、
烏

の
生
活
と
綱
和
す
る
よ
う
に
発
達

し
た
つ
ば
き
の
不
思
議
を
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
期
間
３
月
７
日
（
土
）
か

ら
７
月
率
日
（
日
）

▽
問
い
合
わ
せ
鳥
の
博
物
館
垂

（
露
）
２
２
１
２

午
前
８
時
如
分
か
ら
午
後
５
時
、

市
役
所
西
別
館
４
階
会
識
室

◎
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

▽
投
票
日
時
４
月
塑
日
（
日
）
午

前
７
時
か
ら
午
後
６
時

▼
投
票
場
所
左
表
参
照

▼
委
員
定
数
巧
人

▼
選
挙
権
・
被
選
挙
権
市
内
に

住
所
を
有
し
、
次
の
要
件
が
あ
る

満
加
歳
以
上
の
人
で
、
腿
業
委
興

会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人

＊
選
挙
人
・
被
選
挙
人
要
件

、
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕

作
の
業
務
を
営
む
人
か
、
そ
の
人

の
同
居
の
親
族
、
ま
た
は
配
偶
者

（
耕
作
に
従
事
す
る
日
数
が
農
林
水

産
省
令
で
定
め
た
日
数
、
お
お
む

ね
即
日
以
上
に
達
し
た
人
）

囮
問
い
合
わ
せ
選
挙
管
理
委
員

会
率
務
局
貧
芭
１
１
１
１
内
線
３

４
６ぎ

わ
や
か
な
環
境
づ
く
り
条
例
の
手
入
れ
を
続
け
て
い
ま
す
。

が
施
行
さ
れ
て
か
ら
２
カ
月
た
ち
広
瀬
さ
ん
は
昨
年
、
こ
の
功

ま
し
た
が
、
今
回
は
以
前
か
ら
さ
繊
に
よ
り
道
路
功
労
者
と
し
て

わ
や
か
な
環
境
づ
く
り
を
実
践
ざ
県
知
事
か
ら
感
謝
状
を
蝿
ら
れ

れ
て
い
る
方
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
し
た
。
（
写
真
。
下
）

広
瀬
勝
男
ざ
ん
（
寿
）
は
、
加
皆
ざ
ん
の
周
り
は
、
ぎ
わ
や

年
以
上
も
前
か
ら
我
孫
子
第
一
小
か
に
保
た
れ
て
い
ま
す
か
。
ゴ

学
校
近
く
の
国
道
３
５
６
号
の
植
ミ
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
し
な
い
よ

栽
帯
と
そ
の
周
辺
の
清
掃
・
草
花
う
、
注
意
し
た
い
で
す
ね
。

さ
わ
や
か
な
環
境
づ
く
り
を
実
践

道
路
功
労
者
表
彰
を
受
け
た
広
瀬
勝
男
さ
ん

あ
び

↓
彦
一

あ
れ

春
は
多
く
の
烏
が
子
育
て
を

始
め
、
巣
か
ら
落
ち
た
ヒ
ナ
や

傷
つ
い
た
烏
た
ち
を
見
か
け
る

出』』

鳥 獣救護講習会
傷ついた野鳥の保護に一ついて

ぜひご参加ください

L

こ

れ 一
挫
噌
乳

一
丁
も
》

守
口
か

ら

人
茸
乳

わ
Ｅ

Ｔ
ｂ
●

■

『

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

傷
つ
い
た
野
鳥
を
見
つ
け
て
、

ど
う
し
よ
う
か
と
困
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
千
葉
県
と
共
催
で
、

「
鳥
獣
救
謹
識
習
会
Ｉ
傷
つ
い
た

野
鳥
の
保
護
に
つ
い
て
－
」
を

開
催
し
ま
す
。

千
葉
県
に
お
け
る
鳥
獣
救
謹

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
こ
と
、

傷
つ
い
た
野
鳥
を
保
護
し
た
場

合
の
手
当
の
方
法
な
ど
を
、
獣

医
師
や
鳥
獣
行
政
担
当
者
が
詳

し
く
お
話
し
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
場
所
３
月
８
日

（
且
午
後
１
時
か
ら
４
時
、
手
斑

沼
親
水
広
場
茨
の
館
」

▼
定
員
先
着
２
０
０
人
（
当

日
受
け
付
け
）

▼
参
加
費
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
烏
の
博
物
館

壷
（
誼
）
２
２
１
２

さ
わ
や
か
な

環
境
保
全
協
会
が
言
板
を
寄
贈

「
釣
り
人
の
マ
ナ
ー
向
上
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
１
月

調
旦
水
）
、
我
孫
子
市
環
境
保
全

協
会
の
大
山
幸
吉
会
長
が
市
長

を
訪
ね
、
「
さ
わ
や
か
な
環
境
づ

く
り
条
例
」
の
啓
発
用
看
板
を

あ
び

境
つ
く
り
条
例
を

↓
」

白
川
■
ｌ
ｑ
ｑ

ｌ あ
れ

手
渡
し
ま
し
た
。
（
写
真
）

こ
の
看
板
は
縦
印
皿
械
卯

叩
の
ア
ク
リ
ル
板
に
、
手
賀
沼

と
釣
り
糸
に
絡
ま
れ
た
水
鳥
が

イ
ラ
ス
ト
で
描
か
れ
、
釣
り
具

な
ど
の
ボ
イ
捨
て
防
止
を
呼
び

む
ぎ
の
会
は
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
に
も
負
け
ず
、
社
会
に
出
て

働
い
て
い
る
青
少
年
の
サ
ー
ク
ル

で
す
。勤

め
先
で
の
仕
事
や
人
間
関
係

の
悩
み
事
、
日
常
生
活
で
の
困
り

事
な
ど
を
話
し
合
っ
た
り
、
ス
ポ

ー
ツ
や
ド
ラ
イ
ブ
、
調
理
実
習
な

ど
の
活
動
を
と
お
し
て
、
社
会
生

活
に
必
要
な
知
識
や
技
能
を
楽
し

く
学
ん
で
い
ま
す
。

新
し
い
友
だ
ち
を
作
り
、
一
緒

に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
３
月
”
日
（
且
午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
（
以
降
、
毎
奇

数
月
の
第
４
日
曜
日
に
開
催
予
｛
こ

▽
集
合
場
所
あ
ら
き
園

▽
対
象
市
内
在
住
の
知
的
障
害

を
持
つ
方
で
企
業
等
で
働
い
て
い

る
方
、
お
よ
び
在
宅
で
生
活
し
て

童
サ
ー
ク
当
む
ぎ
の
会
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

掛
け
る
も
の
で
、
同
協
会

が
、
今
年
１
月
１
日
に
施
行

き
れ
た
同
条
例
の
普
及
の
た

め
に
と
協
力
を
申
し
出
、
加

枚
作
製
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
手
賀
沼
や
古
利

根
沼
な
ど
に
掲
示
し
、
釣
り

具
や
空
き
缶
、
た
ば
こ
な
ど

の
ポ
イ
捨
て
を
禁
止
し
た
、

同
条
例
の
啓
発
に
役
立
て
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

↓
』

れ

押
し

し

い
る
方
（
た
だ
し
、
開
催
場
所
へ

一
人
で
来
ら
れ
る
方
）

▽
参
加
費
各
回
実
澱
徴
収
（
１

回
１
０
０
０
円
程
度
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
、
ま
た
は
直
接
障
害
福
祉
課
云

（
芭
１
１
１
１
内
線
３
５
０
へ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
か
ら

車
イ
ス
移
送
車
が
市
内
福
祉
施
設
に

皆
さ
ん
の
善
意
が
福
祉
の
た
め
に

平
成
９
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た

す
け
あ
い
に
寄
せ
ら
れ
た
募
金

か
ら
、
リ
フ
ト
付
き
車
イ
ス
移

送
車
が
、
市
内
布
佐
の
特
別
養

誰
老
人
ホ
ー
ム
「
ア
コ
モ
ー
ド
」

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
（
写
真
）

こ
の
移
送
車
は
後
部
に
電
動

市民プラザ

第15回ロビーコンサートあ
び

箏の奏でる現代曲↓
』

あ
れ

リ
フ
ト
が
付
き
、
車
イ
ス
利
用
者

を
簡
単
に
車
内
に
乗
せ
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
。

２
月
嘔
日
（
月
）
の
贈
呈
式
で
、
施

設
長
の
藤
掛
ざ
ん
は
宮
の
車
は

病
院
へ
通
院
す
る
方
や
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
を
利
用
き
れ
る
方
た
ち

市
内
若
手
音
楽
家
に
よ
る
、
入

場
券
の
い
ら
な
い
オ
ー
プ
ン
な
コ

ン
サ
ー
ト
と
し
て
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
て
い
る
、
市
民
プ
ラ
ザ
ロ
ビ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
。

３
月
は
日
本
文
化
の
代
表
的
な

こ
と箏

、
尺
八
な
ど
の
演
奏
を
、
現
代

の
曲
で
お
届
け
し
ま
す
。

日
本
の
伝
統
楽
器
が
奏
で
る

不
思
議
な
音
色
を
お
楽
し
み
く
だ

き
い
◎の

た
め
に
使
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
小
型
な
の
で
小
回
り
が
利

き
、
ど
の
よ
う
な
道
路
事
情
で

も
走
る
こ
と
が
で
き
て
非
常
に

便
利
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。今

回
の
募
金
で
は
ア
コ
モ
ー

ド
の
ほ
か
、
県
内
４
カ
所
の
福

祉
施
設
に
送
迎
用
車
両
や
施
設

備
品
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

一
圧
堀Ｉ

雪 雨
宅

室
包

１力舌
画
■
画
■
■
■

↓
』

れ
番通報を

んな点に

するとき

注意して ､

県
弁
護
士
会
松
戸
支
部
で
は
、

皆
さ
ん
に
裁
判
を
よ
り
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
法
廷
傍
聴

会
を
行
い
ま
す
。
刑
事
裁
判
の
傍

聴
と
、
そ
の
事
件
に
つ
い
て
の
解

説
を
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

▼
日
時
。
見
学
先
３
月
皿
日

宋
）
正
午
か
ら
午
後
４
時
、
千
葉
地

方
裁
判
所
松
戸
支
部

▼
集
合
場
所
県
弁
護
士
会
松
戸

会
館
（
松
戸
駅
東
口
徒
歩
約
３
分
）

▼
定
員
先
蒜
聖
人

▽
参
加
費
無
料

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
砿

話
で
同
会
松
戸
会
館
云
０
４
７

（
３
６
６
）
６
６
１
１
へ

▼
日
時
３
月
７
日
（
土
）
午
後

５
時
”
分
開
減
（
入
場
無
料
）

▽
場
所
市
民
プ
ラ
ザ

マ
出
演
海
老
原
邦
江
、
神
山

な
ん
か
い

さ
よ
子
、
南
海
佳
子
、
鴨
村
弘

子
（
箏
）
、
渡
辺
正
樹
（
尺
八
）

旋
哩
Ｕ
肋

▼
演
奏
曲
目
炎
（
箏
、
尺
△
、

茜
瀧
毒
十
毒
、
三

絃
）
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
プ
ラ
ザ

盃
（
鋸
）
２
１
１
１

辨
帯
飛
話
か
ら
１
１
０
番
通
報

す
る
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

＊
移
動
し
な
が
ら
の
１
１
０
番
通

報
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。
通
報
の

途
中
で
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
通
報
後
も
砺
源
は
入
れ
た
ま
ま

に
。
内
容
確
認
の
た
め
、
醤
察
か

ら
か
け
直
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

迅
速
な
処
世
の
た
め
に
も
、
落

ち
つ
い
て
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
藩
察
署

群
務
課
冥
狸
）
０
１
１
０

P

加

第
２
投
票
区
投
票
所

湖
北
地
区
公
民
館

第
１
投
票
区
投
票
所

市
役
所
Ｃ
会
議
室

（
市
民
会
館
南
隣
り
）

投
票
所
名

場

所
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、

ひぐち

樋口ななほちやん
（柴崎台・1歳2カ月）す

こ
や
か
ち

事業所から排出される廃棄物は

年々増加傾向にあり、市では、事

業系廃棄物の減霊化や資源化の促

進を図るために、名事業所のごみ

の種類や排出量の調査を行ってい
､~－’"----I,

ますので、ご協力をお願いします。
雫

なお、事業所から発生するごみ

は、一般の集積場には出せません

ので、許可業者に依頼する等、適

正に処理するようお願いします。

し日時3月11日(水)午前10か少資格35歳までの健康な方，問い合わせクリーンセンター

園固‘園凹
ら正午（参加費無料）し定員若干名指導係査(87)0015

し場所天王台北近隣センター似申し込み．問い合わせ履歴書
た つ と‐

修曰時3月22日(日)午前.10時し講師難波龍人（北里大学病院（写真貼付）に必要事項を明記し、

から午後3時30分医師）3月13日（金・必着）までに新木親子で一緒に遊びませんか。

◎卓球をして良い汗をかこう似場所湖北地区公民館似定員先着40人1637あらき園云(88)4188へ郵送ま伝曰時3月6日(金)午前10時

巳曰時3月14日(土)午前9時30惨講師川添睦子（日本七宝作家レ申し込み・問い合わせ電話でたは持参シ場所・問い合わせ湖北台幼児
教室おひさま保育室査(88)0185分から11時30分（参加費無料）協会評議員）商工観光課容(85)1111内線329へ

陰内容卓球少定員親子20組（先着順）

’持参ラケット(持っている人），参加費1人500円 し職種生活指導員・事務補佐員

タオル、上履き似申し込み。問い合わせハガキ，日時3月14日(土)から18日惨資格．定員障害者に理解のあ伝曰時3月22日(日)正午受付、

し場所。問い合わせ中央公民館に参加者の住所、氏名、年齢、電（水）午前10時から午後5時る健康な方、若干名午後1時から4時まで講習（失効

し面接日3月10日(火)午前10時は5時30分まで）念(82)0515話番号、親と子のふれあい教室参似場所市民プラザ（入場無料）
おさがく

越阪部盆(82)8525 似申し込み．問い合わせ履歴書し場所さわやかちば県民プラザ

(写真貼付）に必要事項を明記し、し対象免許の有効起算日が昭和

3月6日(金)までに古戸804同作63年3月28日から平成1年3月22

業所云(87)5171へ直接持参日までの方、平成5年3月28日か

◎楽しく遊ぼう加希望を明記し、我孫子1684教育し問い合わせ

，日時3月14日(±)午前9時30委員会社会教育課云(85)1151へ

園回回圖分から11時30分（参加費無料）岨

し内容①折り紙（折り紙、ハサ

ミ、のり持参）②おはなし会、語似日時・場所3月18日(水)午前 ら平成6年3月22日までの方

園 四目画り③ベーゴマ④将棋、オセロ10時から正午、中央公民館し採用期間・時間4月1日(水） し費用更新…1万1000円、失効

･･1万6000円信丁正は別途5000円）

芦申し込み・問い合わせ写真2

1

’場所．問い合わせ湖北地区公し講師加藤仁(ジャーナリスト）から9月30日(水)、午前8時30分

民館容(88)“33惨参加費無料から午後5時（週5日勤務）

※手話通訳が付きますし資格・定員60歳位までの健康（仮称）｜日村川別荘（寿2丁目）枚（3拳ﾝ×3票ﾝ)、印鑑、免許証

修問い合わせ中央公民館社会教な女性、若干名は、庭の園路改修工事のため、3のコピー（表・裏）を用意し、3

け日時3月15日(日)午前9時30青ゼミナール壷(82)0515，賃金時給820円（通勤手当別月中の利用・見学を一時的に休止月10日(火)までに我孫子新田22の

途支給､社会保険・有給休暇有り）します。7の21小池勇公(82)1015へ持参分受付(雨天の場合は22日に延期）

レ申し込み・問い合わせ履歴書し問い合わせ教育委員会社会教し場所湖北台中央公園

惨種目男．女個人戦し日時3月15日(日)午後2時かまたは臨時職員申込書（児童保育育課文化係公(85)1151

， 資格市内在住、在学（高校生ら4時30分課に用意）に必要事項を明記し、◎近隣センター等公共施設利用の

以上)、在勤者,場所天王台北近隣センター写真を添付のうえ、3月13日（金）活動などは、優先的|こ場所が確保

惨参加費1人500円（当日徴収）しテーマ「遊び」が「生きる力」までに児童保育課保育係公(85)11されているものではありません。

惨持参ゴルフクラブ（PW…ピを育てる、子どもたちに「地域」11内線322へ直接持参

シチン グウェッジ）と「遊び」を取り戻すには
おさ心

惨申し込み。問い合わせハガキ惨講師中村攻（千葉大学教授）

蕊または申込用紙（体育課市民体し参加費200円（資料代）し採用期間・時間4月2日（木）

育館に用意）に住所、氏名、年齢、し申し込み.問い合わせ電話でから7月24日(金)、①午前8時10

性別、電話番号を明記し、3月10高橋壷(83)5015へ（保育希望者は分から午後4時55分までの8時間

日“・必着）までに我孫子168412日(木)までに予約してください）勤務（週2．3日程度）②午前8

趨
蕊

…
蕊
？

月
獅
蕊

Ｓ

教育委員会体育課容(85)1151へ 時10分から午後0時10分までの4
』

時間勤務（週5日）

世曰時3月8日(日)午前10時か惨資格・定員18歳から59歳まで

陰日時3 月2 2日(日)から毎週日ら午後3時の健康な方、若干名
q

曜日午前9時30分から11時30分、’場所湖北地区公民館し賃金”とも時給820円（通
いっそう

全5回（雨天の場合は、次週の日，席主表千家･･･小野一宗、襄千勤手当別途支給）
そうけい

曜日に延期）家…亀山宗圭シ申し込み・問い合わせ臨時職

少場所湖北台中央公園内コート’席料2席で1000円員申込書（学校教育課に用意）に

陵対象。定員市内在住で高校生※月釜の席主を募集しています。必要事項を明記し、3月13日（金

以上の初心者、50人（ただし、応し問い合わせ小野壷(82)6161必着）までに我孫子1684教育委員

会学校教育課丑(85)1151へ郵送ま募者多数の場合は抽選）

たは持参’参加費2000円

し申し込み3月15日(日)午前10，曰時3月14日(土)、15日(日）

時から10時30分まで、湖北台中央両日とも午前9時から午後5時

公園内コートで受付し場所井手ロホール（中央公民，練習日・場所毎週水曜日午後

陽問い合わせ長谷jll壷(84)9002館前)、入場無料2時から4時市民体育館

し問い合わせ秋坂容(88)2339し会費月額2000円、入会金1000

円、別途に年会費3200円（4月12

し日時。場所第1会場･･･3月8 00円、6月2000円）

日(日)、15日(日)、22日(日)午後，日時3月7日(土)から9日レ申し込み・問い合わせ電話で
』

1時40分から4時30分、市民プラ（月）午前10時から午後5時坂田盃(84)5115へ（入会は、4月

ザ第2会場･･･3月14日(土)、28，場所市民プラザ（入場無料）第1水曜日からになります）

日(±)、4月4日(土)午後1時40し内容ニット作品、小物の展示
ム

，日時・場所毎週火曜日午後2

似定員各会場とも先着20人 時から4時、市民会館

し参加費各会場とも2000円'日時3月15日(日)午前10時開シ定員先着10人

,申し込み。問い合わせ電話ま演、午後4時30分まで（入場無料）し会費月額2500円

たはファクスで堀口照美盆(84)02し場所湖北地区公民館し申し込み。問い合わせ電話で

45（兼用）へし問い合わせ片山壷(83)5580福岡壷(88)4555へ

すこやかちやん 募集
し対象平成9年中に生まれた電話番号を明記し、3月10日

赤ちゃん（ただし、応募者多数（火消印有効）までに我孫子

の場合は抽選とし、過去に掲載1858広報広聴課広報係容(85)11

された兄姉のご家族は除く）11内線210，388へ

し応募方法ハガキ（1人1枚※抽選結果等は、3月中にお知
ふりが芯

に限る）に住所、保護者名、赤らせします。
ふりがな

ちゃんの名前、生年月日、性別、惨問い合わせ広報広聴課
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糯神薄弱者 更 生 施 言 受

｢あらき園」臨時生活才旨琴舅

ｼ肖蜜生ラ舌言蒲座

ご存じです力､？花粉引走の原因

親と子の′轟才1 あい教＝
＝七宝焼(こチャレンジ＝ お ひ ・ さ ま 1 呆 育 ＝

あI_〕んこ組入会言兇明会楽しく罰垂（まう

（学校1国ら日’帝M関罰菫イラ事）

'心身p章害者福祉1乍業所

「みずき」臣亮8寺職員

ボート免許更新講習
美1桁家協会グノレーブ展

「 ぶ な の 木 会 展 」

堂堂開言蕾演会

｢定年窪の雲力､巷牛＝方」

保育園臨時給食調理員

1日*寸j11月U荘の矛u用・

見学を－8 寺休 止し ます

市民ターケツ卜

バードゴノレフ大会

言蕾ラ寅会＆懇言炎会

｢'忙しすぎる子どもたち」 ﾃﾚﾎｿｻービス
(日N 勤番医・－週間の行事）

面(85,副9

ﾃしホソガイド 蚕職調｡画

ファクスガイド圃開剛朋

1⑧

2月

3火

4水

5木

6金

フ士

8⑧

9月

10火

11水

12木

13金

14土

15⑧

16月

画日曜当番医＝テレホンサービス

画休日救急歯翰膨鳳日＝休日救急歯科診療所(市民会毘内)9:00～11:30
壷結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

函心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00
函團罠健罵保険税筆9期納期限
面市民会館・市民図書館・烏の博物館休館
面，つつじ荘・西部福祉センター休館

画つつじ荘・西部福祉センター休館

膜奇3月10日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）

函法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

虚酒害相談＝保健センター13:30～15:00

虚健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

函市役所閉庁（一部の施設は除く）

壷日曜当番医＝テレホンサービス

庵休日救急歯科診原日=休日救急歯科診療所(市民会館内)9:00～11:30

函心配ごと相談＝保健センター9:00～15:00
吋交通事故相談＝交通整備課10:00～15:00
函市民会館・市民図書鑓・鳥の博物館休館
虚つつじ荘・西部福祉センター休館

唾法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

函市民図書館休館

暦3月17日・19日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）

函市民ブラザ休館

壷不動産・住宅相談＝市民相談室10:00～15:00
虚アルコール家族教室＝保健センター13:30～15:00

画市役所閉庁（一部の施設は除く）

雇百曜当番医＝テレホンサービス
席休日救急歯科診霞日＝休日救急歯科診痛所(市民会館内)9;00～11:30
画結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

颪心配ごと相談＝社会畠祉協議会9:00～15:00
画地域リハビリ教室＝新木近隣センター13:30～15:00
函3月20日分税務相談予約受付日(電話で8:30から）
唾市民会館・市民図書i眉・烏の博物館休館
函つつじ荘・西部福祉センター休館

小｡中学楠 ;時給食調理員
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茶 道連盟月呈壹
硬式ﾃﾆｽ初心者講習会

舂藺展示大会

我孫子太極拳ｸﾗブ会員

筆S回話し方§轟座

r人間閏1系をﾗ架ぬる言舌し方」 手エ芸連盟づノレーブ展

｢グループ鐙』あみもの震

英会言舌教室牛

けやき歌の会発表会


